
 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

国際平和のためのユース対話イベント 

「広島の若者から世界へ －核抑止力と平和－」の開催について 

 

広島県/へいわ創造機構ひろしま（HOPe）及び国連訓練調査研究所（国連ユニタール)広島事務所

は、広島への原爆投下から 81年を迎える８月６日に、国際平和のためのユース対話イベント「広

島の若者から世界へ －核抑止力と平和－」を以下のとおり開催いたします。 

当イベントでは、2026年度「国連ユニタール広島ユース大使プログラム」に参加する若者が、国

連幹部や専門家と対話し、核抑止論について議論するとともに、核兵器廃絶に向けた広島からの平

和メッセージを国内外に発信します。 

 未来を担う若者たちの平和への熱い想いを是非取材くださいますよう、お願いいたします。 

 

 開催概要  

 日  時：2026年８月６日（木） 15:00～16:30 

 場  所：エディオンピースウイング広島 ２階ラウンジＢ 

 内  容： ・主催者挨拶（横田広島県知事/HOPe 会長） 

・若者による発表 

・若者とパネリストとの対談 

・若者、傍聴者からのコメント 

・閉会挨拶（中満国連事務次長） 

 言  語：日本語・英語（同時通訳あり） 

 配  信：YouTubeにてライブ配信 

 登 壇 者： 

【若者】 

 国連ユニタール広島ユース大使プログラム※の参加者 12名 

 

※国連ユニタール広島ユース大使プログラム 

国連ユニタール広島事務所が 18～29歳の広島県在住の若者を募集し、４月から

８月まで、国際舞台で活躍できるリーダーの育成を目的として、「平和都市」広

島から発信すべきメッセージはいかなるものかを考え、紛争のない世界の実現に

向けて具体的な行動ができる力を養成する研修を実施。 

 

【パネリスト】 

・中満 泉 国連事務次長・軍事担当上級代表  

・ケムエリ・ナイガマ（H.E. Mr. Kemueli Naiqama）駐日フィジー共和国大使 

・樋川 和子 長崎大学核兵器廃絶研究センター(RECNA)副センター長・教授 

・横田 美香 広島県知事/HOPe会長 

【ファシリテーター】 

隈元 美穂子 国連ユニタール持続可能な繁栄局長 

 傍 聴 者：100名程度 

 

資 料 提 供 
令和８年７月 30 日 

課 名：国際課 平和推進担当 
(一社)へいわ創造機構ひろしま(HOPe) 

担当者：山本(国際課平和推進担当) 
武島(HOPe) 

内 線：2366(国際課平和推進担当) 
直通電話：082-513-2366(国際課平和推進担当) 
    082-209-1234(HOPe) 
 



 

 

 取材申込について  

８月５日（水）17:00 までに、①貴社名、②取材者氏名、③取材人数、④連絡先を、以下まで

お知らせください。 
 

国連ユニタール広島事務所  担当：平川（広報） 

E-mail: kaori.hirakawa@unitar.org 

Tel.: 082-236-3808  

なお、当日は貴社腕章など、所属先が分かるものを御着用くださいますようお願いします。 


